




3－2 歴史的・文化的景観の保全・活用
) 歴史的・文化的資産を活かした風情あるまちづ

くりの推進

県内の歴史的・文化的資産の価値や保全状況を

地域住民等との協議により明らかにするととも

に、保全・活用に貢献できる人材の育成を進め、

これらの資産を活用した地域づくり活動を支援し

ます。

ア 歴史的・文化的資産保全活用推進員養成講座

地域の歴史的・文化的資産の再発見・保全・

活用支援などができる推進員養成講座を開催し

ます。

イ 歴史的・文化的資産データブックの作成

県内に点在する歴史的・文化的資産のデータ

ブックを作成します。

ウ 歴史的・文化的資産を活かしたまちづくりの

推進

地域住民が歴史的・文化的資産の価値を認識

し、それらの資産を保全・活用する取組を推進

します。

* 歴史・文化の薫るまちなみの保全・整備

関町関宿の伝統的建造物群や、まちなみの一部

を形成する国・県指定文化財（建造物ならび史跡）

に対し、保存修理等を実施し、その保護・活用を

支援します。

+ 熊野参詣道（伊勢路）の保全・保護

世界遺産に登録されたことは、世界に対してそ

の遺産を守ることを約束したということであり、

今後はこれら遺産の保護のほか、周辺環境の保全

対策が必要となります。環境や景観を損なうこと

なく遺産を守っていくため、文化財保護法による

保護、さらに自然公園法、森林法、あるいは、関

係する市町の景観保護条例等により適切な措置を

行っていきます。
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